













第41次 南極 地 域観 測}隊員 を 乗せ た南 極 観測 船
1しらせ 」 は,　ll月141111{午,家族 や 関係 者 ら
約3,000人の 見送 りを受 け,東 京港 晴海 埠 豆∫〔か ら
南極 へ向 け出発 した.
第41次 隊 は,船 上観 測 を行 いつ012月 上{リに
|h}亟1巻1にノ＼り,「11'IIJには リ ュ ツ ォ ・ホ ルム{湾'i[ll
に到 達,ド 旬 には昭 和 基地 に接i'il:,ミレニ アム の
節Uと な る 西暦2000年のlll月は南 極で 迎 える こ
とに なる.昭 和基地へ は,観 測 ・設営 の資 キイや燃
料 な ど1,000トン を越 え る物資 を輸 送 す る ほか,
野 外観測 のため の 人員 や物 資 の 客観 測地へ の輸 送
も行 われ る.
南極地 域 で は 「環境 保護 に関す る南極 条約|1義定
山 及び 「南 極地域 の環境 の保 護 に関 「11る法 律'」


















手前か ら鮒1|隊長,渡 邉副隊長 、茂 原艦.長
第41次 南 極 地 域 脅事E測隊1[,発
第18回r!〕極 油1洋ノ|/,物資llE;保存 委 員 会
(CCAMLR)年 次 会 合 にiv,11,,して
・国1」「1極地 研究 所 でi}lill」され た第53!・[lE[SCAT肚読 会
第191rl1南極 地t]f:シン7jtジウ ム









に]、1;ついて活動 す る こ とに な る.
昭 示[IJ,1;地で の 夏!{jlの1設営 イ乍 業 と し て は,
300kVA発電機1号`機の オ ーバー ホー ル,　IVUI隊
員宿 舎 の増 築 及 び 内 部 設 備1/'ド,第2寝 宿 の 改
修 ・増 築 及 び 内 部 設備L'9-,廃棄物 保 管 庫 の 建
設,自 然 エ ネル ギ ー利 用 設備 と して λく陽 光発 電
パ ネルの増 設 と風 力発電装1置の新設,環 境 保護 対'
策 と してAヘ リポ ー トの コ ンク リー ト打r没な ど
を行 う.
昭 和 基地 周辺 の 夏期 の観測 で は,大 陸 氷床i:に
おけ る人 工地震 探 査.ラ ン グホ ブデ地域 でのペ ン
ギ ン生態 調 査や㍗ 氷学 調査,ス カ ルブ スネスでの
潜 水 に よる湖 沼 調 査,基 準,[∴1:測II::,地震 ・　GPS
観測,湖 沼 水 ・ヒ壌調 査 及び海氷 ヒで の海洋 ・海
氷調査 等の野夕樺1U則,宗谷 海岸 一一帯o)航空写 真撮
影観 測,大 型 短 波 レー ダー の1:渉ア ンテ ナ移 設
及 びエ レメ ン ト補修1:事,　Na温 度 ラ イ ダー 観測
・巡回展 「ふ しぎ大陸 南極展1報 告:


















越冬隊 は,第40次 越冬隊 との越冬交代 を2月
上旬 を目途 に行 い,観 測面で は,電 離層,気 象,
潮汐の定常観測,各 分野のモニ タリング研究観測
を継続 して行 う.野 外観測 としては,気 水圏系で
は,海 氷上 の定点 において,各 種海洋海氷観測,
投下型水温計 を用いた海氷 ポリニア域の水温観測
を行 うほか,航 空機 を用いた内陸域 における大気
及びエ アロゾル観測 な どを行 う.地 学系 では,
リュ ツォ ・ホルム湾露岩域 の小 規模 な地学調査
旅行(地 震 ・GPS)を適宜実施す るほか,越 冬
後半 には,長 期内陸旅行 としてやまと山脈裸水域
の限石探査旅行な どを実施する.こ のほか,気 水
圏系では,み ずほ基地において地吹雪観測,地 上
気象観測等 を実施す る とともに ドームふ じ観測
拠点 ルー トの中継地点への燃料 デポ とルー ト沿
いの無人気象観測点の保守,雪 氷学的調査等の内
陸旅行 を行 う.設営面では,年 間を通 じて昭和基
地施設 ・設備の保守点検 を行 うとともに,内 陸旅
行 をサポー トす る.ま た,環 境 保全 の諸作業 を
行 う.第41次越冬隊は21世紀 を南極で迎えるこ
とになる.
「しらせ」 は,2月 中旬 には,内 陸旅行隊や沿
岸調査隊 を含 む全 ての第40次越冬隊員及び第41
次夏隊員を収容 し昭和基地 を離れ,途 中,海 洋観
測 を行いなが らアム ンゼ ン湾 に向か う.ア ムンゼ
'、
ン湾で は,固体地球物理学的予備調査及び陸上生
物相 ・土壌微生物等の調査 を行 う.
さらに海洋観測を行いつつ帰途につ き,3月20
日に 「しらせ」 は,シ ドニーに寄港 し,40次越
冬 隊員及 び第41次夏 隊員 は,3月27日 に シ ド
ニーか ら空路成田空港に帰国する.な お,「しら





福 地 光 男
例 年 通 り,10月 最後 の週 と11月 第1週 に標 記
委 員 会(CCAMLR)の 第18回 目の 年 次 会 合 が
オース トラ リア,タ スマ ニ ア州 ホバ ー ト市 にて,
定 例 とな っ てい る レス ト ・ポ イ ン ト ・カ ジ ノホ
テル 内の 会議場 で 開か れた.今 年 は1999年10月
25日か ら11月5日 まで の会期 であ り,昨 年 同様,
本 会 合 には23の メ ンバ ーが すべ て出席 した(ア
ルゼ ンチ ン,オ ー ス トラ リア,ベ ルギ ー,ブ ラ
ジ ル,チ リ,EC,フ ラ ンス,ド イ ツ,イ ン ド,
イ タ リア,日 本,韓 国,ニ ュー ジー ラ ン ド,ノ
ル ウェ ー,ポ ー ラ ン ド,ロ シア,南 ア フ リカ,ス
ペ イ ン,ス ウェ ー デ ン,ウ ク ライ ナ,英 国,米
国,ウ ル グ ア イ).委 員 会 非構 成 国 の オブ ザ ー
バ ー と して フ ィ ンラ ン ドが 出席 した .ま た,オ
ブ ザ ー バ ー 国 と して デ ン
マ ー ク(フ ァ ロ エ 諸 島)
が 出 席 し た.国 際 機 関 の







国 際 自然 保 護 連 合),　IWC
(International　Whaling
Commission　:国 際 捕 鯨 委
員 会),　SCAR　 (Scientific
Committee　on　Antarctic
Research　:南 極 研 究 科 学
一2一
極 地 研 ニ ュ ス152
委 員会)が 出席 した.
日本 か らの 出席 メ ンバ ー は これ まで,水 産庁,
外務 省,文 部 省,水 産漁 業関係 者 か ら構 成 されて
い たが,今 会 合 に初 め て通 商 産 業 省 か らの メ ン
バ ーが 加 わ っ た.そ の 理 由 は後 述 す るが,今 会
合 で の 大 き な議論 とな った 国際 貿 易 へ の 対 応 で
あ る.文 部 省 関係 の筆 者1名 を含 む合計11名 が
日本 か らの出席 者総 数 であ った.
本 会 合 か ら本 委 員 会 議 長 に 就 任 したA.E.
Muthunayagam　(イン ド)氏 に よ り第18回 年 次
会 合の本 委 員会 が開会 された.冒 頭 に タスマ ニ ア
州 総 督　(Guy　Green名誉 卿)の 挨 拶 が 行 わ れ,
総 督 は 昨年 以 上 に強 い 口調 で マ ゼ ラ ンア イナ メ
(通称 メ ロ,　Patagonian　tooth　fish,　Dissostichtts
eleginoides)底魚漁 業 にお ける違法 操 業　(illegal
fishing)　,　規 制」タト操 業　(unregulated　fishing)　や
無 報 告 操 業　(unreported　fishing)　へ の 懸 念 を表
明 し,こ れ を防 ぐには 国際貿 易 におけ る締 め 出 し
の策定 が急務 で あ ると強 調 した.本 会合 で は,こ
れ ら3つ の 操 業 の 頭 文 字 を と って ア イ ・ユ ー ・
ユ ー漁 業(IUU)と い う呼称 が頻 繁 に使 われ る
よ うに な った.
本 会 合 での 大 きな議 論 の ひ とつ は このIUU漁
業 対 策 で あ っ た.前 会 合 です で に話 題 と な った
対 応 策 の ひ とつ が 貿 易 を通 しての 規 制 策 で あ っ
た.す なわ ち,正 規の漁 獲物 には証 明書 を発行 す
る 漁 獲 証 明 制 度　(CDS:　Catch　Documentation
System)の導 入 で あ る.証 明書 が付 され てい な
い漁獲 物へ の貿 易制限 を実施 しよ う とね らい であ
る.し か し,か たや 自由貿 易 制度 の 原則 が あ り,
IUU漁 獲 物 の 大 き な 部 分 が 日 本 へ 輸 入
(CCAMLR水域 内 の 正規 漁獲 物,　CCAMLR水
域外 の経 済水 域 内の 正規 漁獲 物 やIUU漁 獲 物 も
含 まれ る)さ れ てい る現実 を背 負 って い る 日本
と して は,い よい よ通 産 省 の 出馬 とな った わ け
で あ る.こ の よ うに本 会合 の大 きな 議論 はIUU
漁 業 を締 め出 す切 り札 と してのCDSシ ステ ム導
入の 取 り扱 い で あ っ た.本 会合 で 結 論 が 出 るわ
けで はな く,引 き続 き討議 される事 とな った.
前 会合 でIUU漁 業 防止策 の ひ とつ と してVMS
(Vessel　Monitoring　System:人工衛 星 に よる漁船
の位 置 を 自動 的 にモ ニ ター す る システ ム)の 導
入が 合 意 され,2000年12月31日 まで にメ ロ漁
船 へ のVMS装 着 が義 務付 け られ た.し か し,本
会合 にお いて このVMSを 更 に オキ ア ミ漁船 に ま
で 拡 大 す る議 論 が あ った.し か し,オ キ ア ミに
つ い ては現 在 の漁獲 量 が大 きな変 動 もな くそ こそ
この レベ ルで あ り,ま た,1999/2000年の オキ ア
ミ共 同調査 に よる資 源量 推定 が実 施 されつ つあ る
状 況 にお い て,ナ ンキ ョク オキ ア ミに つ い て は
VMS以 外 に は大 きな議論 は無 か った.
第1週 目の 科 学 委 員 会 で は 前 会 合 同様,D.
Miller博士(南 ア フ リカ)が 議 長 をつ とめ議事 が
進行 した.先 ず,昨 年 の漁獲 統計 報告 と来 漁期 の
漁業 計 画及 び規 制措 置 の検 討が 行 われ た.
1998/99年漁期(1998年7月1日 ～1999年6月
30日の 間)の ナ ンキ ョクオ キ ア ミの総 漁 獲 量 は
103,318トン(前 漁期 は82,508トン)で あ っ た.
内,日 本が71,318トン(前 漁期58,798トン),残
りが ポ ー ラ ン ドが18,554トン,ア ル ゼ ンチ ンが
6,524トン,ウ ク ラ イナ が5,694トン,韓 国 が
1,228トンの 漁獲 で あ った.前 漁期 まで オキ ア ミ
漁 業 に参 入 して い た 英 国 は漁 獲 が なか っ た.来
漁期 も 日本,ポ ー ラ ン ド,韓 国 は ほ ほ同 じ レベ
ルの漁 獲 を計 画 してお り,更 に ウル グア イ,ド イ
ツ,米 国,ロ シア も来漁期 のオキ ア ミ漁 業計 画 を
示 した.
CCAMLR加 盟国 か らの魚 類の 漁獲 報告 を ま と
め る と,1998/99漁期 は18,006トン(前 漁 期 は
11,419トン)で あ っ た.内,ほ とん どが マ ゼ ラ
ンア イナ メで17,558トン(前 漁期 は10,337トン)
で あ った.48.3海区 で は規制 漁獲 量 を152トン上
回 る漁 獲が 報告 され,本 委 員 会 にて注意 を促 され
た.こ れ に 対 してIUU漁 業 に よ る 漁 獲 高 は
10,733トン と さ れ て い る.　IUU漁 獲 高 は,
1996/97年の38,000-42,000トンか ら,1997/98年
の33,583トン,と 減 少傾 向 に あ るが,正 確 な見
積 も りはなか なか困 難 を極 め て きてい る.ひ とつ
には洋 上 での漁獲 物 の転船 に よる実体 量 の見積 も
りの難 しさが指摘 されて い る.国 際貿 易 を通 して
マゼ ランア イナメの大 部分 を輸 入 してい る国 は 日
本 と米 国で あ る.こ れ ら2ヶ 国へ の 供給 源(輸 出
国)は,チ リ,ア ル ゼ ンチ ン,フ ラ ンス,オ ー
ス トラ リア,モ ー リ シャ スが 主 要 国 で あ る.ま
た,中 国 内で の消 費 や 中国か らの輸 出が増 えてい
る と指 摘 され て い る.　IUU漁 獲 高の 減少 は歓迎
すべ きこ となのか,あ るいは,か つ ての ウ ミタカ
ス ズ キ の よ うにす で に資 源 枯 渇 へ の 道 をた ど っ
て い るの か,　IUU漁 業 を嘆 く声 が大 き くな つて
きた.
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1998/99漁期 は3件 の 新規 事 業 が 申請 されて い
て い たが,わ ず か1件 で漁 獲 報 告 が あ っ た.開
発 漁 業7件 申請 の う ち4件 が 実 施 され た だ け で
あ っ た.ま た,実 施 され た漁 業 にお い て 規制 措
置 に見 合 っ たデ ー タ取 得 ・報 告 が な され て い な
い と指 摘 され た.　ASOCか ら新 規 及 び 開発 漁 業
は即 中止 すべ きであ る との 過激 な意 見が 出 され た
が,米 国 や オー ス トラ リアが 強 く反対 した.し
か し,一 方 で,開 発 漁 業 は もはや規制措 置 を伴 わ
ない漁 業で は ないか との意 見 もあ り,今 後,科 学
的 な デ ー タの取 得 ・報 告 を強 く義 務 づ け る必 要
性 が指 摘 されて い る.
さ て,　IUU漁 業 対 策 の 他 に,本 会 合 で
CCAMLRが 直 面 した 新 た な試 練 が も う ひ とつ
あ っ た.そ れは ニ ュ ー ジ ー ラ ン ドか らバ レニ ー
諸 島 を含 む広 大 な周辺 海域 を環境 保 護区 とす る提
案 が 出 され た こ とで ある.昨 年 か ら南極 環境 保護
議 定 書 が 発 効 した こ とに伴 い,環 境 保 護 委 員 会
(CEP:　Committee　ofEnvironmental　Protection)
が 公 に活動 を開始 し,前 会合 にお いてCCAMLR
が 単 な る一漁 業 条約 的な機 関 と して機 能す るの で
は な く,南 極 条約 システ ムの 中で更 に大 きな役割
を果 た して行 か なけ れば な らない と指摘 されて い
たが,本 会 合 におい て ま さ しく象徴 的な議論 が起
こ った.
ニ ュ ー ジ ー ラ ン ドの 提 案 は1999年5月 にペ
ル ー,リ マ市 で 開 か れ た第23回 南極 条約協 議 国
(ATCM)会議 に初 め て 出 され て以来,　SCARの
第11回GOSEAC　(Group　of　Specialists　on　Envi-
ronmental　Affairs　and　Conservation)会合(1999
年7月 ウル グア イ,モ ンテ ビデ オ市 にて開催)に
続 き,本CCAMLR会 合 に も提 案 され た もので
あ る.も とも とは南緯66"57分,東経163度16分
の バ レニ ー諸 島 の 中 にあ るサ ブ リナ 島 に つ い て
ニ ュ ー ジー ラ ン ドの 提 案 に よ り,1966年チ リ,
サ ンチ ア ゴでの 第4回ATCMに て 第4南 極 特 別
保 護地 区 と して認 め られ た もの であ る.こ の時 は
陸域 の みの お よそ0.4平方 キ ロ メー トル程 度 の保
護 面 積 で あ っ た.し か し,今 回の提 案 で は サ ブ
リナ島のみ な らず バ レニ諸 島 の島 々 を含 み,更 に
これ らの 島 周 りの200マ イル の海 域 を含 む広 大
な保護 面 積 であ る.
こ の提 案 をめ ぐり,南 極条 約協 議 国(ATCM>
サ イ ドか らCCAMLRサ イ ドへ 正 式 な検 討 依 頼
が な され た か否 かの 手 続 き論 的 な議 論 が な され
た.英 国がATCMとCCAMLRと の公 式 な つ な
が りや,　ATCMとCEPと の関 係 につ いて明 確 な
説 明 を した のが 印象 的 で あ った.ニ ュー ジ ー ラ
ン ドは盛 ん に同 海域 を人の共 通財 産 であ る野 生生
物 の保 護 区 とす る考 え方 を認 め て欲 しい と主 張 し
たが,英 国や米 国 を初 め と し十 分な実 質的 な検討
が 必 要で ある とされ た.結 局 は科 学委 員 会にあ る
ワーキ ング グル ープ のひ とつ で あ る 「CCAMLR
生 態 系 モ ニ タ リ ン グ プ ロ グ ラ ム」　(CCAMLR
Working　Group　for　the　CCAMLR　Ecosystem
Monitoring　Program:　CEMP)　の も と に あ る
「CEMP地 区 の 指 定 ・保 護 に関 す るサ ブ グ ルー
プ」 にて検討 す る こ とととな った.同 サ ブグルー
プで は現在 指定 期限が 切 れ るShirreff岬モニ タリ
ン グ指 定 地 区 の 見直 し ・指 定 期 間 の あ と5年 延
長 や シー ル 島の 指 定 内容 に つ い て検 討 して いる
ところ であ る.
南極 環境保 護議 定書 の手続 きにおい て,海 域 を
含 む保 護 区 の設 定 で は,最 終 的 にCCAMLRの
合 意が 定 め られ てお り,ま さ しく南極 条約 システ
ム の維 持 の 中 で のCCAMLRの 活 動 が 注 目 され
て いる と言 える.
この提 案 につ いて の解決 には,　SCAR,　ATCM,
CCAMLRの3著 聞で の緊密 は協 力 体制 と共 通理
解 に基 づ く南 極 条 約 シス テ ムの 協 調 が 要 求 され
る.一 方 で はSCARの 将 来 が 議論 され てい る状
況 で もあ り,そ れ ぞれ の努 力が 大 い に求 め られて
い る.
本 会 期 中 には,ホ バ ー ト市 を見 下 ろ す ウエ リ
ン トン山の頂 上 が 雪化 粧 す る寒 波 に見 舞 わ れ た
が,次 回の 会 合 を2000年10月23日(月)か ら
ll月3日(金)と して 閉会 とな った 。 尚,本 会
合終 了後 か ら2000年(第19回),2001年(第20
回)年 次 会合 まで の期 間の,科 学 委員 会の副議 長
に,　E.Fanta　(ブラ ジ ル)及 びS.Nicol　(オー ス





麻 生 武 彦
欧 州 の ス カ ン ジナ ビ ア,ス ピ ッ ツベ ル ゲ ンに
広 が るEISCATと呼 ば れ るISレ ー ダ ー ネ ッ ト
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ワ ー ク の 科 学 連 合 で あ るEISCAT　Scientific
Associationに,わが 国 が 国立 極 地 研 究 所 を正 式
の 加盟機 関 として参加 したの は1996年4月で あっ
た.爾 来3年 余 が 経 過 し,そ の 間,人 工 衛 星 や
地上 光学観 測 との 同期 観 測 をは じめ,熱 圏 一電離
圏 一磁 気 圏 な どにお け る種 々 の観測 ・研 究 が,全
国 の共同利 用研 究者 によ り積極 的 に進め られ,太
陽風 ・磁気 圏物 理学 か ら極域超 高層 ・中層 大気 ダ
イナ ミ ックス に至 る広 い領 域 に亘 って,我 が 国
のEISCAT研究 の ア クテ ィ ビテ ィーが ます ます
高 くな って い る.さ ら に今 年 か らは,科 学研 究
費特定領域 研究 「北 極域 にお け る気候 ・環 境変動
の研 究」 の計画研 究 の一 つ と して,　EISCATレー
ダー に直接 関連 した 「北 極域 にお け る中層 大気 ・
熱 圏 の力 学 的 結 合 」 が ス ター トし,ま た極冠 域
のEISCATスバ ルバ ー ル レー ダ ーの 第2ア ンテ
ナが運用 開始 し,よ り高 い時 間空 間分解 能 をもっ
た多様 な観 測が 可 能 となる に至 ってい る.
EISCATレー ダーは,ス ウェーデ ン(瑞 典)の
キル ナ に あ る本 部 と,キ ル ナ,ノ ル ウ ェ ー(諾
威)の トロ ム ソ,フ ィ ンラ ン ド(券 蘭)の ソ ダ
ンキ ラ の メ イ ンラ ン ドレー ダー シス テ ム(頭 文
字 を取 っ て1(STと呼 称 し,ト ロ ム ソ のVHF
(224MHz)モノス タテ ィ ック〈 単一 サ イ ト〉 と
UHF　(931MHz)　トラ イス タテ ィ ッ ク<3サ イ
ト〉 レー ダー か らな る)お よび ス ピ ッツベ ルゲ
ンの ス バ ル バ ー ルUHF　 (500MHz)　レ ー ダ
(ESRと呼 ぶ)か らな り,こ の 運 営 は,加 盟 機
関代 表 か らな るEISCAT評議 会 と,科 学 諮 問 委
員会(SAC),財 務 委 員会(AFC)で の合議 に よ
り行 わ れ,各 委 員 会 の 会 合 が,年2回 春 と秋 に









本 側 の委員 は平 澤所 長 と名大STE研 の 藤 井,京
大RASCの 深 尾(評 議 会),名 大STE研 小 川
(SAC),小池 会計 課 長(AFC)で あ る.今 般,
評議 会が は じめて欧 州以外 の地域 であ る 日本 国内
で,国 立極 地研 究所 がお世 話 を して開催 され る運
び と なった.
会 議 の 前 日は,ち ょ うど第41次 南 極 地域 観 測
隊 を載 せ た 「しらせ」 の 出航 日に あた り,会 議 参
加者 の一部 は,「 しらせ 」見 学 と出航 見 送 り,都
内散 策 の イ クス カー シ ョンを楽 しんだ.
評 議 会 は議 長 のOpgenoorthをは じめ,英 独 仏
瑞諾 赤 日の7加 盟 国 の 委員15名,　EISCAT本部
3名,オ ブザ ー バ ー小 川,麻 生2名 の 計20名 が
参加 して 翌11月15日9時 か ら16日 の 正 午 過 ぎ
まで 開催 された.会 議 は前 回議事 録 の承 認か ら始
ま り,　EISCATの解 析 ソ フ トウ ェ ア と して使 わ
れ て い るGUISDAP　(Grand　Unified　Incoherent
ScatterDesign　andAnalysisPackage)　の 開 発
者 で あ る フ ィ.ンラ ン ドの グ ルー プ とEISCATと
の 協 定 に つ い て の報 告 の 後,デ ィ レク タ ー の
TUrunenによ る レー ダ ーサ イ トの現 況 報 告 が な
され た.と くに,7月 のISレ ー ダー の連 続 観 測
と して は最 長 の8日 以上 の 大気 潮 汐 波 重 力 波 連
続観 測(TIDE/AGW)な ら びにか ねて か らの 大
きな プ ロ ジ ェ ク トで あ っ た新 しい スバ ルバ ー ル
第2ア ンテ ナ の作 業状 況 につ い て報 告が な され,
新 しい ア ンテナ を用 い た90㎞ か ら1100㎞ に い
た る 高度 範 囲 で の29時 間の 初 め て の観 測結 果 が
示 され た.ア ンテナ につ い て は,　GPSに よ り精
度1.5cmで位 置 を決定 可 能 な ヘ リ コプ ター搭 載
の送信 機 に よる放射 パ ター ンの計 測でサ イ ドロ ー
ブ レベ ルが 所 定 の値 以下 との確 認 を残 す のみ と
な っ てい る こ と,従 来 の可 動 ア ンテ ナ と固定 ア
ンテ ナのパ ルス毎 の切 り替 えは,導 波管 結合機 の
不 平 衡 とデ ー タ量 の 点 か ら,現 時 点 で は容 易 で
ない こ と,可 動 ア ンテ ナ を固定 ア ンテ ナ と同 じ磁
気天 頂 に向 け るこ とは 固定 ア ンテ ナか らの漏 洩 出
力 が重 な る ことか ら避 け るべ きこ と,今 冬の 当初
は固定 ア ンテ ナの みで の運用 となる こ とな ど,初
期 的 な問 題点 が 示 され た.次 い で,　KSTシ ス テ
ムの トロム ソUHF送 信機 用 クラ イス トロンの更
新 が来年2月 までに行 われ,冷 却系 やVSWR(ア
ンテ ナ と送信 機の整 合 を表 す)を 改善す る作 業 の
後,2台 の並 列 運転 が 可 能 と なる と報 告 され た.
またKSTレ ー ダー シ ステ ム の リノベ ー シ ョンプ
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ロジェク トに関 して トロム ソの受信機保護 回路
と冷却プ リア ンプの設置で受信系の検出感度 を表
す システム温度は30度程度低 くなったこと,ま
たデー タバスを32ビッ トとす るため,2000年1
月 まで には終 了せず,従 来のNorskData計算機
を継続 して使 用す るために,い わゆる2000年問
題 に対処す る必要があることなどが示 された.
一般的報告 事項 と して,ス ウェーデ ンスペ ー
ス物理研究所IRFに同居 していた本部が建物の
建て替 えに伴 い本年11月にキルナの町 に移 った
が,　IRFと離 れたこ とにつ き委員 か ら懸念 が表
明 され,　IRFの建物 が完成す る2000年秋 までに
ス ウェーデ ン代表が関係者 と協議する ことになっ
た.　EISCATスタ ッフの充足 につい ては,従 来
よ り人員不足 であったスバルバ ールの2000年予
算案 による増員1名 に加え,さ らに1名 増がディ
レクター より提案 されたがAFCで の検討 を待つ
こととなった.ト ロム ソサ イ ト職員の トロムソ
大学 を通 じての採用,ボ ス ドクポ ジシ ョンや,
EISCAT奨学金,確 固たるスタッフ補充計画,加
盟 国か らの研 究者 の派遣 などス タ ッフ ィングに
関する議論が交 わされた.こ のあと委員だけによ
るクローズ ドセ ッションがあ り,昼食を経てAFC
の報告 に移った.こ こでも先刻のス タ ッフ任 用
の問題が議論 され,デ ィレクター に次回 まで に
事務局案 を評議 会に提 出す るよう求めた.ま た,
AFCの試算では本年度幾ば くか の支出減が見 こ
まれ,こ れは1999年の決算状況 を見て繰越予算
として加盟国の分担金の増加 を抑 えるか,余 剰基
金に繰 り入れ るか を決め ることとなった.　AFC
が提 出 した2000年予算案は暫定的 に承認 された
が,ト ロム ソの2名 のサ イエ ンテ ィ
ス ト,スバ ルバ ールの2名 の技術者
およびボス ドクの補充 を含む修正 さ
れた予算案 および5カ 年計画 の再提
鷹峯瓢震儘蕊蒜 嘉く票
つ い て の議 論 を進 め る こ と を強 く勧
告 し た.次 い で,英 国 か らのEIS-






観測 などに用意 され,加 盟 国の研究者 もルール
に従 って衛星デー タを使用 で きることが確認 さ
れ た.ま た,CPに 関 連 し て,上 述 の
TIDE/AGW8日間連 続観測 には全加盟国が時間
を持 ち寄 り,約20人の研 究者がデータの解析 に
関与 しているこ と,8月11日の部分 日蝕の際 に
は電子密度 と温度の減少や波動成分の出現が見 ら
れた ことな どが報告 され た.レ ー ダーサ イ トの
リノベー ションに伴 うSP　(特別 プログラム)の
再検討 についてSACの下 に作業 グループが作 ら
れたが,単 に現行 のSPを移植するだけでな く新
システムの広汎な機能 をフルに使 うよう留意すべ
きとの意見がデ ィレクタよ り出 され た.こ のあ
とMUレ ー ダーにつ いての特別講演で第一 日は
終了 した.
2日目はSACの議論の続 きで,　CPスキームの
見直 しにつ き,た とえば探測高度範囲の拡張 を可
能な範囲で行 うこと,プ ラズマライン検出機能を
KSTシステムに付加 し電子密度の較正に利用す
るこ となどが勧告 された.ま たモ ノスタテ ィッ
クレー ダーで折々行われているア ンテナをスキャ
ンしなが らの観測につ いて議論があ り,ト ライス
タテ ィック方式では,3ア ンテナの同期の点か ら
注意 を要する との指摘があ った.評 議会 はこれ
らを受けて システムのア ップグレー ドに対応 し
たCP全 体 の見 なお しをSACに諮問 した.ま た
アレシボ観測所の研究者への観測時間割 り当てに
関連 して,非 加盟国の研究者への時間枠の周知等
について討論 された.さ らに今年 ドイツの ヴェ
ルニゲ ローデ で開 かれたEISCAT国際 ワー ク
シ ョップの報告 のあ と,次 回は国立極地研究所
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の 主催 で2001年夏 に 東京 で 開催 され る こ とが 了
承 され た.ま た,　EISCATの新 しい加 盟国 につ
い ての 検 討'グルー プの 報 告が あ り,中 国 とア メ
リカの,何 らかの 形 での参加 が模索 されて いる と
の 報 告が あ った.そ の他 才1「:十の 報告,議 論 の後,
次 回 の評 議 会 は 第2ア ンテ ナの お披 露 目 を 兼ね
て 明年5月 に スバ ル バ ー ル で,ま た次 々回 は11
月 に ミュ ンヘ ンにて 開催 され る こ とが 了承 され
た,会 議 の終 わ りにあた り,議 長 よ り合 祠 の会議
のお 世語 を した'r澤所.長と極 地研究 所 に深 甚な謝
意が 表せ られ た.ま た,第 一日目の 夕刻 には,恒
例 の カ ウ ンシ ル デ ィナ ー と して,極 地研 究 所 藤
井北 極 圏環 境 研 究 セ ン ター長,文 部 省Jl:ヒ審 議
1':',古尾 国際学術 言果長,ほ か の出席 を得て評議 会





ンポ ジ ウム が極 地研 究 所 講:没にお い て 開催 され
た,参 加 者 は初 日が82名,2日 目が48名,発 表
件 数 はi]頭発表47件,ポ ス ター発 表19件 であ っ
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た,こ の うち外 国 か らは,オ ー ス トラ リア,ア
メリ・カ,韓 国,フ ラ ンスお よび 日本 国内 に留学 し
てい る イン ド・中国の大 学 院生 な どの研 究 者 も含
め て 合計13名 の 参 加が あ った.初 日の'11前中は,
南極 測 地 と固 体 地/}k物理 分 野,午 後 は ポ ス ター
説 明 をは さんで地 形 ・堆 積物 を川 い た第四紀 後期
の環境 変 遷の 分野,2nBは,変 成 岩地 質学 分野
と南極 プ レー トに関 連 す る 海 洋 底 地球 利・弓∫:の分
野 か らの 報 告が 行 わ れた.
南 極 測 地 と固体 地 球 物 理 学 の 分野 で は,39次
隊 か ら準 備 が開 始 され た 「打極VLBI'実験 や,最
近 の海洋 や氷床 変動 との関 連か ら注 目され る超伝
導 重 力 計 とGPSの 連 続 観測 に よ る変動 の 同時性
につ いて の速 報,航 空 重力測 定法 のllt-j発,衛星高
度 計 デ ー タを用 い た 海 底 地 形 の構 造線{'川」}など
の 報告が あった.ま た,昭 和 基 地での 地震学 デー
タを用い た南極 大陸の地 殻 構造 やその性 質,後 氷
期 地殻 変動 に関 する話 題,人Il地 震計 画に用 い ら
れ る 南極 ペ ネ トレー ターの 開 発状 況 に 関 す る 発
表も行わ れた.
地 形 と第四紀 環境 変遷 の 分野 では,周 氷 河 ・氷
河 地 形地 質学 や 海底 ・湖 底堆 積物,隆 起海 浜堆f責
物 申 の化 石や堆 積物 の層 序,地 球 化学 な どの点 か
らIll副ぶい詳細 な環境 変動 復 元 に関す る報 告が行 わ
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れ た.特 に リュ ツ ォ ・ホ ル ム湾 周 辺 の 隆 起 海 浜
堆 積 物中 の介 形虫 や貝化 石の 報告 は これ まで 知 ら
れ ていた よ り更 に古 い鯖 折世の堆 積物 が存 在 す る
可能 性 を あ らため て示唆 し,注 目された,
変 成岩 地 質 学 の 分 野で は,38次 隊 か ら始 ま り
39次隊,40次 隊 と続 いて きた第V期5カ 年 計 画
のSEAL計 画 に よる エ ンダ ー ビー ラ ン ド地 域 で
の太 占代 変成 岩の詳細 な地質 調査 と採 集 した岩 石
試料 の解析 を中心 と した 数多 くの研究 成果 が発 表
され議論 され た.こ の 中 には40次 夏 隊 で南 極 観
測 に参加 した オ ー ス トラ リア と ア メ リ カの 交換
科 学 者 に よる 最新 の報 告 もあ った.ま た,西 ド
ロ ンニ ン グモ ー ドラ ン ドの 延 長 とい う視 点 で現
在 共 同研 究 がす す め られ てい る南 アフ リカの地 質
につ いて の研 究 成果 の報告 もあ わせ て行 われ た.
海 洋底 の地球科 学 の分野 で は,東 ス コ シア 海や
エ ン ダ ビ ー ラ ン ド海 盆 で の 船 上 地 磁 気3成 分異
常 デ ー タや ケ ル ゲ レ ン海 台 の 古 地磁 気 ・地 質調
査 結 果 に 基づ いた,南 極 プ レー トに関連 す る大
陸 分裂 の 過 程 に関 す る報 告 や,南 極B海 山 か ん
らん岩 の 岩石学 的特徴 な ど,海 洋 底 に関す る幅広
い話 題提供 が あ り,今 後 の南 極 海での船 上観 測 に
関す る展 望 につ い ての議論 も行 われ た,
な お,初 日の最 後 に は,オ ー ス トラ リア 国 立
大 学RSES　(Research　School　fEarth　Science)
所 長 のD.H,　Green教授 に よ る特 別講 演 が あ り,
南 極横 断 山地 か ら タスマ ニ ア,南 アフ リカに かけ
て の広 範 な地 域 で お こ っ た中 生代 にお け る 大規






であるが,今 回の シンポ ジ
ウムもセ ッションがすべ て
専門分化 された ものばか り







を当初か ら企画することも考慮 されるべ きか もし
れない.
第42次観測隊長 ・副隊長決定
第115回南 極地域 観測統 合推進本部総 会が11
月12日開催 され,第42次南極地域観測隊長及び
副隊長が次の とお り決定 した,
○隊長(兼 越冬隊長)





















極 地 ω|ニ ユ ス152
一9一






名古 屋 海洋博 物 館
・平 成12年4月21「1～5月21H
鳥取県 立博 物 館
・平成12年5月 下 旬 ～7月 中旬
むつ科 学技 術館('il;.森県〉
・平成12イr・7J-1241ヨ～8月18H
札 幌 市青少年 科学 館
・・ド成12年8月22n～9月10【[
稚 内 市青少 年 科学 館
・平成12年10月 上 旬 ～12月 上 旬
秋 田大学鉱 業博 物 館
・平成12年12月8H～ 平 成13年1月31日
ツル博 物 館(鹿 児 島 県)
・平成13年2月 上旬 ～3月 ヒ旬
神 奈川 県立博 物 館
銀座ギャラリーで南極の自然 と
観測の成果を紹介
地 ド鉄 銀 座駅 と 日比 谷駅 の 間 に あ る銀 座 ギ ャ
ラ リー に お いて12月21日 か ら1月31「1まで の
間,「 日本 の 南 極観 測 一 白 い 大陸か らの メ ッ七 一
ジ ー」 と題 し,約60点 の 写真 パ ネル に よ り南 極
の 自然 と観 測 の成果 を広 報す る.
こ のパ ネ ル展 で は,オ ー ロ ラ,ペ ンギ ン,白
玉ζ
}
瀬氷 河 な どの雄 大 で美 しい
南極 の 自然 を広 く一般 の 人
に鑑 賞 して いた だ くと とも
に オ ゾ ン ホ ー ル の 拡 大,
ドー ムふ じ観 測拠 点 で の氷
床深 層掘 削 の模 様 とこれ に
よって得 られ た2500メー ト
ルの ア イス コア か ら明 らか
に される過去35万 年 間の環
境 変 動 な ど,地 球 環境 問題
へ の 南極観 測 の取 組 み を紹
介す る.
また,同 ギ ャラ リー は,
全 国屈指 の 商業 文 化 の 中心
整篇讐灘1鍵 ●
線の 「銀座駅」 と日比谷線,
千代 田線,都 営三田線の 「日比谷駅」 間を結ぶ連














上旬 と下旬 に1同 ずつ ブ リザー ドが来襲 した
が,そ れ以外は全般的に曇 りの 日が多 く,概 ね安
定 した天候で推移 した.
観測部門では,先 月に引 き続 き沿岸調査のため
の ルー ト工作 が行 われ,同 時 に生物部 門の ラン
グホブデ ・スカルブスネス湖沼調査 と地学部門の
地震計設置な どが実施 された.
先 月下旬か らオゾンホール ドに入 り始めた昭
10一
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和基地では,今 月 さらにオゾンの減少が観測 され
た.8日 にはエアロゾルゾンデを放球 し,極域成
層圏雲の観 測に成功 した.
太陽活動 も引 き続 き活発 で,　HFレ ー ダーや
オーロ ラ観測 に顕著 な撹乱現象 を捉 える ことが
で きた.
大気微量モニタリングや地球観測衛星受信のほ
か,超 伝導重力計,広 域地震観測,　GPS連続 観
測等 も順調 に継続 されている.9～10日には24
時間のVLBI観測 も実施 した.
先月23日に出発 したみず ほ旅行隊 は,地 吹雪
による視界不良に苦労 しつつ,2日 みず ほ基地 に
到着 した.燃 料デポや車両整備,浅 層掘削 コアの
確認作業等 の作業が 一50℃近い低温下で実施 さ
れ た.6日 帰途 につ き,13日全 員無 事昭和基 地
に戻 った.
設営部門では,ド ーム旅行 のため,と っつ き
岬の雪上車整備や,権 の修理 ・燃 料 ドラムの積み
込み ・機械観の物 資整理 を行 った.
冬開けの本格的 な除雪 に備 え,ブ ル ドーザー
などの重機の安全 講習会を実施 した.
日照時間が伸 び,今 月か ら太陽光発電が再開 さ
れ た.38次隊か ら毎年設 置増設 され,最 大電 力




ぶ りにペンギ ンや とうそ くカモメが姿 を見せ始め
た.
初旬 に2度 のブ リザー ドがあ り,5日 に接近 し
た低気圧 は非常 に規模 が大 き く観測 史上2位 の
最低海面気圧(932.lhp)を記録 した.最 大瞬間




2月末か ら実施 して きたオーロラ光学観測が10
日に終 了 し,こ の 間97夜の観測デー ターを取得
することがで きた,
野外観測 も活発 とな り沿岸地域での地学,生 物
系の調査が行われた.ウ ェ ッデルアザ ラシの出
現が頻繁 とな り,標識取 り付 けやデーターロガー
の装着 と回収 に成功 した.
設営系では内陸旅行隊の出発準備 や41次夏期
内陸旅行で使用する車両 ・観 ほかの準備で,多 く
の野外作業 を行 った.
基地内では,幹 線道路や倉庫棟裏 などで本格的
な除雪が始 まり,運 転講習会を実施 した.
10日,西オングルの福 島ケル ンへ参拝 し,慰
霊す るとともに残 りの越冬 生活 の安 全 を祈願 し
た.
南 極 月 別 気 象 状 況(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Station)
平 均 気 温(Mean　 temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)　(°C)
平 均 気 圧 ・海 面(Meanpressure,
　 sealevel)　(hPa)
平 均 蒸 気 圧 　(Meanvapeur
　 pressure)　(hPa)
平 均 相 対 湿 度 　(Mean　relative
　 humidity)　〔%〉
平 均 風 速(Meanwindspeed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.
　 winCl　speed,10-min.　mean!　(m/s)
最 大 瞬 間 風 速(Gust)　 (m/s)



























運動 してい る物 体 か ら発 した 光 を静[ヒして
い る観{剛者か ら見 る と,1[|ll者の 相対 速 度1こ比
例 して波 長が 変 化 す る.こ れ を ドップ ラ ー シ
フ トと呼 ぶ,遠 い 銀河 が 我 々の 銀河 系 か ら高
速 で遠 ざか って い る事.実は銀 河 が発 す る 光の
ド ソプ ラ ーー シ フ トを測 定 す る こ ヒに よ ・ノて実
・ 証 され た.
オー ロ ラや 大気 光が 発 す る 光 の うち禁 制 線
と呼 ば れ る 光 は原 ∫・が 励 起 され てか ら光 了・を
放 出 してflkい準 位 に移 る までの時 間が長 い.そ
の た め 原 「.は励 起 され て いる 問 に周 囲の 気体
分]'・と多 数回 衝 突 し熱 力学 的 に'[1衡状 態 とな
る,こ の原 」'・が 発 す る 光の ドップ ラー シフ ト
、 を地 上か ら観 測 す る と発 光高 度 でrl失い'(いる
風 σ)視線 速 度が 導}II、で きる,
しか し遙 か遠 くの 天体 か らの微弱 な光 の ドッ
フ.ラー シ フ トを測 定す る よ りも,む しろ オ ー
ロ ラや 大気 光の ドソフ ラー シ フ トを測 定 す る
方が 難 しい 面が 汐)る.そ れは ノく体 と我 々の相
ス152
対'速度 は時 には光 」亘三に迫 る くらい 大きいが,地
球 の超 高層 をrl欠く風 はせ いぜ い秒 速100メ一一 き
トル程 度 であ るか らで あ る,こ の よ うに小 さ
い 速度 によ る微 少 な 波 長 のず れ を測 定 す るた
め には ト渉 計 とい う装 置 を用 い る.
極 地研 究 所 で 開 発 を進 めて い る フ ァブ リ ーー
ペ ロー イメー ジ ャー は フ ァブ リーペ ロー1:渉
1汁を不|」思 して オー ロラの ドップ ラー シフ トを
測 定す る装置 であ る.オ ーロ ラ発 光輝 線 をフ ァ
ブ リーー ヘ ロ ・ー「渉 計 に導 き レン ズで結 像 す る
と十 渉 環が で きる,こ の ト渉 環 の 而拉 変 化 が
光の ドップ ラ ーー シ フ ト1ぷこ比 例 す る とい う関
係 を用い て上 空の風速 場 を求め るU・.図参照0.
,㌫毒㌫㌶:㌫㌫ ㌻1禮篇 ●
先 端 光'1}∫寸支術 を捌く便 し"(,秒 速5メ ーー ト ル の
導 出 速 度 精 度 を 、誇 る.し か し実 は そ の心・II・腹部
で あ る フ ァ ブ リー ペTI-一「渉FI「は19|ill紀末 に
発 明 され た 非 常 に 占'い技 術 な の で あ る.フ ∵
ブ リー ヘ ロ ・一イ メ ー ジ ャ ー は21世 紀 の 極 域 超
高 層 物 理 学 研 究 を 拓 く1:iiしい リモ ー トセ ン シ
ン グ観 測 装 置 と して2001年 初 頭 昭 手[i基地 に御
Il見得 す る,
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